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「見ていますよ！防犯ステッカー」
デザイン決定！

現在、企業や各家庭でも車載カメラや防犯カメラ等の設置が進んでいます。

防犯対策委員会では、防犯カメラ等が「見てますよ！」とアピールするステッカーを作成し、企業や各家

庭等に貼ってもらうことで、犯罪がしにくい環境づくりに取り組もうと考えました。

たくさんの人に活用してもらえるステッカーにするためにはデザインが重要です。

そこで、国際アート＆デザイン大学校の皆さんにイラストコンテストという形でご協力をお願いしたとこ

ろたくさんのご応募をいただき、平成３０年３月２２日(木)、ミューカルがくと館で表彰式を行いました。

また、応募作品は市ウェブページに掲載していますので、ぜひご覧ください。

笑顔を未来につなげよう セーフコミュニティこおりやま笑顔を未来につなげよう セーフコミュニティこおりやま

防犯対策委員会

コミックイラスト科
佐藤 あか李 さん（１年※）

犯罪は悪い事だと認識してもらうよう
に、あえてシンプルなデザインにして、
視認してもらえるようにしました。
色も黄色と黒で危険信号を発する配色

にしました。赤と黄と黒だけ使うことに
よって、シンプルさを表現できたと思い
ます。

最優秀賞

セーフコミュニティ郡山
2018.2.2 国際認証取得

★優秀賞
コミックイラスト科 東條 沙樹さん（１年※）
コミックイラスト科 増子 貴俊さん（１年※）
コミックイラスト科 宗像 志穂さん（１年※）

★佳作
コミックイラスト科 遠藤 早苗さん（１年※）
コミックイラスト科 菊地 優香さん（１年※）
コミックイラスト科 新妻明日香さん（１年※）
高等課程ｸﾘｴｲﾃｨﾌ゙ 総合学科 小山 舞さん（２年※）
高等課程ｸﾘｴｲﾃｨﾌ゙ 総合学科 橋本 静流さん（２年※）

※平成３０年３月現在の学年です

ご協力いただいた
皆さん、ありがとう
ございました！

～郡山市は、ＷＨＯ(世界保健機関)が推奨する「けがや事故の予防活動」に
取り組んでいます～



泥棒をあきらめた理由(複数選択)

出典：(財)都市防犯研究センター

「見ていますよ！防犯ステッカー」
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ここは盗みづらいな

地域の目が
犯罪からまちを
守っています！

10万人当たり犯罪認知件数発生推移(国・県比較)

出典：郡山警察署、郡山北警察署

平成３０年６月１１日（月）、本年度第１回目の推進協議会を開催しました。
これまでの取組状況と今後のスケジュール、会則の一部改正などについて協議し、承認されました。
また、鈴木光二自治会連合会長を新たに副会長に選出しました。

平成３０年５月２２日（火）、本年度第１回
目の合同対策委員会を開催しました。
今後の活動スケジュールについて確認し、ま

た、日本セーフコミュニティ推進機構代表理事
白石陽子氏から、「セーフコミュニティをどう
進めるか」をテーマに、認証取得後に目指すべ
き方向など他自治体の事例も交えながら講演い
ただきました。

「『認証取得』をまちづくりに活用
していきましょう」
日本セーフコミュニティ推進機構
代表理事 白石 陽子 氏

今後の進め方のポイントを熱心に聞く対策委員

防犯対策委員会

素晴らしい作品ありがとうございます！しっかり活用します！

「どこかで『見られている』」
と感じるような、地域の目 をアピール！

今後、最優秀作品のデザインをベースに、法令、
プライバシー及び景観等を考慮し、公共施設、様々
な組織・団体、商店、市民の皆さんにも広く活用し
てもらえるよう、ステッカーを作成します。

ステッカーの利用については、関係機関団体など
にご協力いただくとともに、個人でもイラストをダ
ウンロードして利用できるよう活用方法を検討して
います。

皆さんのご協力をお願いします。

認証取得後の取組を再確認しました 合同対策委員会

セーフコミュニティ推進協議会を開催しました 推進協議会



農作業中の事故防止！
ホームセンター等を通じて利用者へ呼びかけ！

0 5 10 15 20

無回答

その他

運搬・積降中

農作業場所の移動中

作付け中

農機具使用中

収穫作業中

出典：郡山市セーフコミュニティ地域診断2016年度 市民意識調査

(人)

【家庭菜園等を含めた農作業でこの１年間にけがをした人】
（n=62）

防災・環境安全対策委員会は、「農作業中の
けがや事故が多い」という課題を解決するため
、農作業中の事故を防ぐ意識の向上に取り組ん
でいます。

そのため、「農機具の取扱い」について注意
を呼びかける啓発チラシを作成しました。

今年も、ホームセンター等に啓発チラシを持
参し、利用者への注意喚起をお願いするなど、
農作業中の事故を予防するための活動を続けて
います。

防災・環境安全対策委員会は、「農作業中の
けがや事故が多い」という課題を解決するため
、農作業中の事故を防ぐ意識の向上に取り組ん
でいます。

そのため、「農機具の取扱い」について注意
を呼びかける啓発チラシを作成しました。

今年も、ホームセンター等に啓発チラシを持
参し、利用者への注意喚起をお願いするなど、
農作業中の事故を予防するための活動を続けて
います。

もしも！の事態を
想定して、機械や
保護具を正しく
使いましょう！

防災・環境安全対策委員会

「ホームセンター入口に掲示してもらいました」
（左から）二瓶副委員長、國分委員長

郡山市では、６つの分野別対策委員会が、市全域を対象に
セーフコミュニティ活動を続けています。

今後は更に、各地域の課題に対し、その地域の特性を活か
した活動体制で取り組んでいく、地区・地域のセーフコミュ
ニティ活動を推進していきます。

現在、各地区で行われている町内会長等の会議開催時など
に、市職員がセーフコミュニティ活動について説明させてい
ただいていますが、もっと詳しく聞いてみたい、別の集まり
でも聞いてみたい、などご希望がありましたら、お気軽にセ
ーフコミュニティ課、各行政センターへご連絡ください。

逢瀬地区

湖南地区

各地区・地域で取り組むセーフコミュニティ活動を推進しています 推進協議会
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出典：農林水産省調査

【農作業中の死亡事故件数（全国）】

熱中症にも
注意して
ください！
※次頁参照
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熱中症を予防しましょう！

発行 郡山市セーフコミュニティ推進協議会 ／ ２０１８（平成３０）年６月
【お問合せ・連絡先】

郡山市市民部セーフコミュニティ課セーフコミュニティ推進室（郡山市役所西庁舎３階）
電話０２４－９２４－２１５１ ﾌｧｸｼﾐﾘ０２４－９２１－１３４０
ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ safecommunity@city.koriyama.lg.jp

検索郡山市 セーフコミュニティ
市民意識調査結果、郡山市のけがや事故の
状況等のデータなどがダウンロードできます

セーフコミュニティ通信第13号

今年４月から５月までの間で、熱中症によって１１人の方が救急搬送されています。
気温が高くなくても、湿度が高いと熱中症になることもあります。
「自分は大丈夫」と思い込まないで、「水分補給」「暑さを避ける」「暑さに負けない体づくり」

など熱中症対策に取り組みましょう。

適度に休憩をしよう

＜高齢者は特に注意！＞
高齢になると、皮膚の温度感受

性が鈍くなり、暑さを感知しにく
くなり、体温調節の発動も遅れて
しまうため、体に熱がたまっても
気がつかない場合があります。

部屋の温度を確認して、エアコ
ンや扇風機を上手に使い、熱中症
を予防しましょう。

郡山地方広域消防組合は、

けがなどを予防する｢予防救急｣に取り組んでいます
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屋内での
発生が多い！


